
三重県教育委員会におけるがん教育

三重県教育委員会事務局

保健体育課健康教育班

充指導主事 西川 彰哉

令和３年度「がん教育シンポジウム」 平成２９年度

〔Ｒ３ がん教育総合支援事業〕
〇がんに関する教育協議会

がん教育指導教材・指導の手引の検討

〇がんの教育についての講習会
対象…教職員、指導者等
内容…行政説明、医療従事者、がん経験者による講習

〇がん教育実践報告及び講演会

〇外部講師と取り組むがん教育授業

１ 三重県の取組

小中学校用指導教材・指導の手引について

①「がんを学ぶ」
中・高校生用指導教材

② 「がんのことをもっと知ろう」
小学校５、６年生用指導教材

③「がんの教育」指導教材（中・高校生用）【指導の手引き】

④「がんの教育」指導教材（小学生用）【指導の手引き】

三重県・三重県教育委員会

がんを学ぶ（中・高校生用）

まな
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どのくらい多いの？

出典:厚生労働省 がん登録（2016年）
警察庁（2016年）
三重県警察本部 三重の交通事故

（2016年）

交通事故で
けがをする
ひとより
多い！

がんになるひとは
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どのくらい多いの？

出典:厚生労働省 （2016）人口動態統計
三重県警察本部 三重の交通事故

（2016年）

がんでなくなったひとは
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がんで亡くなる方は多い（日本の死因の第1位）ですが、
治る人も多くいます

平成２９年度

〔外部講師派遣までの流れ〕

①市町教育委員会及び県立学校に外部講師派遣の募集を行
い、講師と学校とのマッチングを行う。

②事前打合せを行う。

③授業当日を迎える。

２ 外部講師と取り組むがん教育授業 ①市町教育委員会及び県立学校に外部講師派遣の募集を行い、
講師と学校とのマッチングを行う。

＜募集時に学校から聞き取り＞
・本時のねらい
・受講学年
・実施日（第１・２希望）

聞き取ったことをもとに、マッチングを行う。
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①市町教育委員会及び県立学校に外部講師派遣の募集を行い、
講師と学校とのマッチングを行う。

医療機関･･･医療保健部 がん体験者団体･･･県教育委員会

医療保健部 県教育委員会
・前年度中に外部講師登録に係る
依頼文書の作成

・外部講師リストの作成
・派遣校への派遣調整

・がん体験者団体に派遣調整依頼

②事前打合わせを行う。

＜学校側に事前に聞き取ること＞

・生徒に配慮すべき点

・授業当日までにがん教育をすすめてきたかどうか。
また、どのような授業を展開してきたか。

＜学校へ事前にお願い １＞

学校で準備していただきたいこと
・パソコン（パワーポイントが入っているもの）
・大型テレビ または プロジェクター
・事前資料については、講師の方に確認していただきます
ので、メールにて送付してください。
（学校→市町教育委員会→保健体育課）

＜学校へ事前にお願い ２＞

アンケートにご協力をお願いします。

事前アンケート・・・外部講師の授業日までに生徒に答えていただき
ます。

事後アンケート・・・外部講師の授業後に生徒に答えていただきます。

教師用アンケート・・外部講師の授業後に1枚提出お願いします。

※①～③のすべてのアンケートに回答後、提出をお願いします。
（学校→市町教育委員会→保健体育課）
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＜学校へ事前にお願い ３＞

その他
・がん体験者についてパワーポイント資料（USB）は、
授業日当日に講師が持参します。

・講義の時間は医療従事者、がん体験者共に30分間です。
進行等は学校でお願いします。

・講師の方から、授業日までに準備等のことで質問等を
させていただくことがあります。

③授業当日を迎える

12月10日 がん教育実践発表会及び講演会

地域の薬剤師の方を講師として招いての実践発表

平成２９年度

・がん＝死ではないことがわかった。

・当たり前だと思っていた日常の大切さを改めて感じさせられる話
だった。家に帰って家族とがんについて話してみようと思った。

・身近な人や自分もいつ病気にかかるかわからない。今元気に生活で
きるのが当たり前だと思わず、大切に生きたい。

・がんは危なくて死の病気と思わず、自分から調べたりしていこうと
思いました。がん予防として健康的な体にしていこうと思いました。

授業後の感想より（一部抜粋）
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健康な生活と疾病の予防について理解を深めることが
できるようにする。

・外部講師を活用したがん教育の充実

・教材を活用する など

最後に

ご清聴、
ありがとうございました。
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